
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する

学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理

解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたの

で、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和  ２年 ５月 １９日 

学校名  福井市安居中学校   

校長氏名  牧田 秀昭     

１ 今年度の目標（学校の約束） 

  ①安居地区の環境の良さを生かした環境学習に取り組みます。 

②資源の大切さについて関心を持ち、学校全体で節電・節水の意識を高めます。 

③地域・校区で連携し清掃活動やリサイクル活動に取り組みます。 

２ 取組内容 

  ①環境学習 

  ・地域の方の協力を得ながら、地域の「食」や「環境」の学習を行う。地域愛を育み、

そこから、環境保全の心を育てていきたい。 

 

  ②節電・節水の取組 

・生活委員会で、毎日放課後に校舎の見回りをして、電気の消灯などを点検する。また、

日常でも各クラスの生活委員が中心となり、消灯のチェックをし、全校で節電・節水

の意識を高める。 

 

  ③古紙回収・清掃活動 

  ・PTA と連携し、古紙やアルミ缶の回収を実施する。また、校区の小学校と合同で地域

の清掃活動に取り組む。（コロナの影響で実施困難な可能性あり） 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

 ①、③について、地域の方と連携しながら取り組むことにより、地域の一員としての所属

感やコミュニケーション力を高める。また、小学生と合同で清掃活動などを行うことで、互

いに協力する。 



様式第２号                                                 （提出日）令和２年１月２９日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

安居中学校  

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①安居地区の環境の良さを生かした環境学習に取り組みます。 

②資源の大切さについて関心を持ち、学校全体で節電・節水の

意識を高めます。 

③地域・校区で連携し、清掃活動やリサイクル活動に取り組み

ます。 

２ 取組内容 

①環境学習 

・地域の「安居の里を守る会」の方の協力を得ながら、１年生が中心となって「ホタル観

察会」を開催しました。ホタルの生育に必要な条件について学習した後、実際にホタル

観察に行きました。安居地区の環境のすばらしさを知るとともに、自然を保護すること

の大切さも学びました。また、１年生の総合的な学習の時間の「自然チーム」が地域の

自然について調査し、ホタルや水について調査した内容を小学生に伝え、共に考える学

習を行いました。また授業でも環境について扱い、数学では「学校での紙の使用料を 1

次関数で考える授業」を行ったり、理科では「太陽光発電で一日に発電できるエネルギ

ー量」について扱ったりした。 

 

 

 

 

②節電・節水・換気の取組   

・委員会活動で毎日放課後に校舎の見回りをして、電気の消灯のチェックを行うととも

に、全校に節電・節水に加えて換気の呼びかけをしました。 

 

 

 

 

 

 

③古紙回収・清掃活動 

・今年はコロナの関係で実施が困難な状況にあり、保護者のみの活動となりました。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①について、地域の方を巻き込みながら活動することにより、地域の一員としての所属感や

コミュニケーション力を高めることができました。また、小学生と共に活動を行うことで、

リーダー性を身につけ、自分たちの手で地域をよりよくしていこうとする主体性を育むこと

ができました。（連携性・責任性） 



 
 
 

３ 
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 【具体的効果】 

①地域に生息する生き物について学習することにより、生徒の中に地域自然環境を保

護していこうとする意識、生き物を大切にしようとする意識、総じて地域への愛着

の心が育ってきています。 

②日々の委員会活動、委員の呼びかけにより、全校一人一人に資源を大切にしようと

する意識が高まってきています。 

【改善点】 

・ホタル観察会や総合的な学習の時間の活動を、より自分達が社会変革に寄与してい

るという実感を伴う活動にしていきたい。 

・コロナ禍の活動が制限される中で、どんな活動が出来るのか考えることこそが、一

番の「環境を考える」ということだと思うので、来年はもっと生徒に考えさせる時

間をとって活動を行いたい。 


